
　　

一
般
社
団
法
人
日
本
慢
性

期
医
療
協
会
（
東
京
都
新
宿

区
）
の
武
久
洋
三
会
長
が
、

６
月
末
を
も
っ
て
退
任
す

る
。
武
久
会
長
が
会
長
に
就

任
し
た
の
は
２
０
０
９
年
、

第
４
代
会
長
と
し
て
14
年

間
、
療
養
病
床
の
在
り
方
や

慢
性
期
医
療
と
リ
ハ
ビ
リ
の

果
た
す
べ
き
役
割
な
ど
に
つ

い
て
提
言
し
活
動
し
て
き

た
。

　

19
日
に
開
か
れ
た
定
例
記

者
会
見
の
冒
頭
で
、
武
久
会

長
は
「
療
養
病
床
と
い
う
名

称
は
実
態
を
表
し
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
『
慢
性
期
重
症

治
療
病
床
』
と
い
う
ほ
う
が

相
応
し
い
」
と
言
及
。
か
つ

て
の
療
養
病
床
と
現
在
の
療

養
病
床
で
は
、
そ
の
実
は
全

く
異
な
る
。
現
在
、
療
養
目

的
の
患
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら

ず
８
割
が
重
症
度
の
高
い
患

者
だ
が
、
そ
の
う
ち
５
割
以

上
を
日
常
生
活
に
戻
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
。

　

「
今
回
改
定
で
、
療
養
病

棟
入
院
基
本
料
の
経
過
措
置

病
棟
は
25
％
減
算
と
な
っ

た
。
要
す
る
に
、
療
養
病
床

は
も
う
辞
め
な
さ
い
と
い
う

こ
と
だ
」
と
武
久
会
長
。
会

員
病
院
に
は
「
今
後
は
慢
性

期
多
機
能
病
院
と
し
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

を
配
置
し
、
２
次
救
急
指
定

を
取
っ
て
在
宅
高
齢
者
や
居

住
系
施
設
な
ど
の
入
居
者
の

急
変
時
対
応
を
、
会
長
地
域

多
機
能
病
院
と
し
て
地
域
の

信
頼
を
得
る
努
力
を
す
べ

き
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

武
久
会
長
は
会
長
に
就
任

し
た
そ
の
年
に
、
団
体
名
を

「
日
本
療
養
病
床
協
会
」
か

ら「
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
」

へ
と
改
称
。
そ
し
て
14
年
間

の
あ
い
だ
に
も
、
療
養
病
床

の
改
革
に
専
心
し
て
き
た
。

「
病
院
は
治
療
の
場
で
あ

り
、
短
期
間
で
自
宅
に
戻
す

こ
と
こ
そ
が
慢
性
医
療
だ
」

と
語
っ
た
。

　

武
久
会
長
は
会
長
を
退
任

後
、
同
協
会
の
名
誉
会
長
に

就
任
す
る
。
「
今
後
も
、
医

療
と
介
護
の
現
場
を
少
し
で

も
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と

の
思
い
だ
。

　

同
施
設
は
、
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

（
20
室
）、
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
（
29

名
）、
短
期
入
所
生
活
介

護
（
33
室
）、
通
所
介
護

（
80
名
）
か
ら
な
る
。
サ

高
住
と
看
多
機
は
法
人
初

の
開
設
と
な
っ
た
。

　

こ
の
施
設
に
よ
り
「
住

ま
い
」
「
訪
問
」
「
通
い
」

「
泊
り
」
機
能
が
揃
い
、

今
ま
で
以
上
に
包
括
的
な

ケ
ア
の
提
供
が
可
能
に
な

っ
た
と
い
う
。
例
と
し

て
、
入
院
な
ど
を
機
に
状

態
が
悪
化
し
た
人
に
対
し

て
、
泊
り
を
活
用
し
な
が

ら
、
本
人
、
家
族
の
抱
え

る
生
活
課
題
を
解
消
し
、

在
宅
生
活
へ
ス
ム
ー
ズ
に

戻
れ
る
よ
う
に
支
援
が
で

き
る
。
ま
た
、
中
重
度
の

人
へ
の
対
応
も
可
能
と
な

っ
た
。

　

泉
伸
也
セ
ン
タ
ー
長

は
、
「
身
体
状
況
が
変
わ

っ
て
も
、
１
つ
の
施
設
で

対
応
で
き
る
た
め
、
利
用

者
に
と
っ
て
安
心
感
に
つ

な
が
り
ま
す
」
と
語
る
。

　

施
設
に
は
各
種
リ
ハ
ビ

リ
機
器
を
設
置
し
て
い
る

ほ
か
、
介
護
職
員
全
員

に
、
リ
ハ
ビ
リ
知
識
を
習

得
さ
せ
る
社
内
制
度
（
生

活
力
デ
ザ
イ
ナ
ー
制
度
）

に
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
理

論
、
高
齢
期
の
病
理
、
生

活
環
境
に
適
応
す
る
た
め

の
身
体
の
使
い
方
な
ど
、

自
立
支
援
に
強
み
を
持

つ
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

「
百
年
煌
ゾ
ー
ン
」
を
基

本
に
、
短
時
間
で
筋
力
向

上
や
機
能
訓
練
を
行
う

「
元
気
デ
ザ
イ
ン
ゾ
ー

ン
」、
認
知
症
が
進
ん
だ

人
向
け
に
、
回
想
法
や
畑

作
業
な
ど
五
感
を
刺
激
す

る
活
動
を
通
じ
て
機
能
の

維
持
・
向
上
を
図
る
「
五

感
リ
ハ
ビ
リ
ゾ
ー
ン
」
の

３
つ
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
状

況
に
合
わ
せ
て
選
択
が
可

能
だ
。

　

「
こ
こ
で
は
、
元
気
な

人
か
ら
要
介
護
度
が
高
い

人
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

が
居
ま
す
。
そ
の
た
め
、

『
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ

て
、
元
気
に
な
っ
た
ら
こ

っ
ち
に
移
動
す
る
』
と
い

っ
た
、
元
気
に
な
っ
て
い

く
ス
テ
ッ
プ
が
示
し
や
す

い
。
リ
ハ
ビ
リ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
」

（
泉
セ
ン
タ
ー
長
）

　

今
後
、
施
設
に
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
開
設
す
る
予
定

で
、
よ
り
医
療
ニ
ー
ズ
の

高
い
人
へ
の
対
応
も
可
能

と
な
る
。
同
施
設
の
よ
う

な
介
護
複
合
施
設
を
、
県

内
の
ほ
か
の
エ
リ
ア
で
も

展
開
し
て
い
く
構
想
も
あ

る
と
い
う
。

フォーカスフォーカス
ヘルスケアヘルスケア

　

岡
山
県
を
中
心
に
通
所
介
護
、
訪
問
介
護
及
び
看
護
、
居
宅
介
護

支
援
な
ど
を
展
開
す
る
創
心
會
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
は
４
月
１
日
、

住
ま
い
と
泊
り
機
能
を
核
と
し
た
介
護
複
合
施
設
「
創
心
会
リ
ハ
ケ

ア
ベ
ー
ス
大
安
寺
」
（
岡
山
市
）
を
開
設
し
た
。
地
域
住
民
の
介
護

ニ
ー
ズ
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
可
能
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

岡
山
市
に
介
護
複
合
施
設

創
心
會
　
住
ま
い
と
泊
り
核
に

武久氏、名誉会長へ
日慢協

泉伸也
センター長

一般社団法人
日本慢性期医長協会
　 武久洋三会長

療
養
病
床
で
も
治
療
を

在
宅
復
帰
を
見
据
え

◀
ス
タ
ッ
フ
は
リ
ハ
ビ
リ
の
知
識

を
身
に
付
け
る
研
修
を
受
け
て

お
り
、自
立
に
向
け
た
質
の
高

い
支
援
を
提
供
で
き
る


